
① 備蓄した水や食料が尽きます。

② 衛生環境が悪化します。

浸水が長期にわたる場合！

③ 停電により情報収集ができません。

ライフラインの停止による問題！

④ 体調を崩した場合、対応ができません。

孤立した場合！

自宅の周囲が浸水し長期間の在宅避難が必要となった場合、以下の問題が発生します。

医薬品（処方薬等）

モバイルバッテリー
ボンベ型のガスコンロ

7日分以上の水や食料

簡易トイレ（ビニール袋等）

LED ライト（ランタン）

1 人 1 日分の食料 ×7 日以上 × 家族人数

最低限必要となる備蓄品

✓

✓
✓
✓
✓
✓

長期間の在宅避難を行う際の問題点

マイ ・ タイムラインを作成しよう
マイ・タイムラインとは、災害が発生した場合「警戒レベル」とそれに伴い、「何をするのか」

を事前に整理し、急な判断を迫られる災害発生時に、迅速に行動するための防災計画です。

✓

✓

✓

今
後
、
気
象
状
況

　
　
　

悪
化
の
お
そ
れ

気
象
状
況
悪
化

災
害
の
お
そ
れ
あ
り

災
害
の
お
そ
れ
高
い

緊
急
安
全
確
保

職
員
の
連
絡

体
制
の
確
認

災
害
に
備
え
て

警
戒
す
る

警戒
レベル

災害
状況

気象庁からの避難情報
【学習面の確認事項】

市の
対応

1

2

3

4

5

家
庭
で
の
学
習

（
日
常
）

高
齢
者
等
避
難

避
難
指
示

家族全員が速やかに避難所へ
避難しましょう。

高齢の方、障がいのある方、

妊娠中の方とその支援者は、

避難をはじめましょう。

＜災害伝言ダイヤル＞
171→1→電話番号 171→2→電話番号

□   要配慮者がいるため早めに避難

□   近隣の方に声をかける

□   避難に適した服装に着替える

□   

□   

□   非常時持ち出し品を身につける

□   安全なところに避難する

□   命の安全を確保する

□   安否確認をする

家族全員が避難を完了する

✓外に避難することは、かえって危険なため、
洪水の場合、自宅の２階以上に避難する

□   

□   

とるべき行動 我が家のするべき行動

普段からすること

警戒レベル１ですること

□   避難所までの避難経路を決め、歩く

□   i-ame メールの登録をする

□   

□   

□　災害伝言ダイヤルを体験する

□   避難場所、避難経路の再確認

□   避難の服装準備と確認

□   携帯等で、災害情報の確認   

□　自宅が早期の立退き避難が必要な

　　区域に該当するか確認

□   

警戒レベル２ですること

警戒レベル３ですること

警戒レベル４ですること

警戒レベル５ですること

少しでも不安な方はレベル３で避難

✓高齢者等とその支援者はレベル３で避難

レベル４で危険な場所から避難

□   避難行動の確認をする

□   非常時持ち出し品の確認

□ 

□　

避難準備を開始

避難完了

命を守る最善の行動

危険な場所から全員避難

高い建物に避難

自宅にいる場合

氾濫注意情報

洪水注意報

大雨警報

大雨注意報

災害への心構え

学習面を確認

！

！ 洪水警報 ！

氾濫警戒情報！

！ 土砂災害警戒情報

氾濫危険情報！

！ 大雨特別警報 氾濫発生情報！

！

早期注意情報 洪水ハザードマップの確認

□ 洪水ハザードマップを確認する

災害への心構えを高める

□ 災害について学習する

□ 非常持ち出し品を揃える

□ 備蓄用品を揃える

災害情報の収集

浸水深：

□ 家屋倒壊等氾濫想定区域に該当

□ 土砂災害警戒区域等に該当

自宅が
「早期の立退き避難が必要な区域」
　　　　　　に該当していますか？

避難行動の確認

異変を感じたら速やかに避難

避難先：

避難方法：

避難に要する時間：

！

！

！

情報の伝わり方、 集め方、

安否の伝え方

学習面を確認

避難行動の確認

学習面を確認

避難時の心得

学習面を確認

避難時の心得

学習面を確認

命の危険

学習面を確認

出典：「令和元年台風第 19 号等を踏まえた避難情報及び広域避難等のあり方について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最終とりまとめ）」（令和２年 12 月）内閣府

逃げ遅れた場合の対策

□ チェックするとともに

我が家オリジナルの行動を考えましょう

災
害
発
生
又
は
切
迫

警戒レベル４までに必ず避難！

危険な場所から
高齢者等は避難

土砂災害警戒区域
 大雨などで、急な斜面や谷間を流れる河川、または緩やかな台地で土砂災害

が発生する区域

土砂災害特別警戒区域
 土砂災害による建物の崩壊などにより、 生命または、 身体に著しい危害が生じる

おそれがあると認められる特に注意が必要な区域

急傾斜地の崩壊

がけに割れ目ができる。

小石がバラバラと落ちる。

前兆現象

！

！

土石流

川が濁り流木が混ざる。

山鳴りがする。

！

！

地すべり

地面にひび割れができる。

斜面から湧水がでる。

！

！

前兆現象 前兆現象

土砂災害警戒区域等

堤防の決壊による木造家屋の倒壊

が発生するおそれのある区域

激流により河岸が削られて、家屋が

倒壊するおそれのある区域

河岸浸食氾濫流

浸水深が３m （建物の２階） を超える

おそれがある区域

浸水継続時間が長期に及ぶ区域浸水深が 3ｍを超える区域

水が引くまで、長期間周囲から孤立

する可能性がある区域

洪水発生時に家屋が流失・倒壊することが想定される区域には、

「氾濫流」と「河岸浸食」の２種類があります。

家屋倒壊等氾濫想定区域

浸水の深さが 3ｍを超える区域や、浸水継続時間が長期に及ぶ区域

浸水で特に警戒が必要な区域
新郷新郷

本荘本荘

伊井伊井

坪江・剱岳坪江・剱岳

芦原芦原

金津金津

北潟北潟

細呂木細呂木

坂井市坂井市

坂井市坂井市

坂井市坂井市

トリムパークかなづ

多目的共同利用施設
さくらセンター
多目的共同利用施設
さくらセンター

金津東小学校金津東小学校

伊井小学校伊井小学校

金津こども園金津こども園

農業者トレーニングセンター農業者トレーニングセンター

芦原中学校芦原中学校

あわら市民武道館あわら市民武道館

芦原小学校芦原小学校

本荘小学校本荘小学校

新郷小学校新郷小学校

金津小学校金津小学校

県立金津高等学校県立金津高等学校

金津中学校金津中学校

早期の立退き避難が必要な区域早期の立退き避難が必要な区域

12 時間未満の区域

12 時間～ 1 日未満の区域

1日～ 3 日未満の区域

3日～ 1 週間未満の区域

1週間～ 2週間未満の区域

2週間～ 4週間の区域

救急病院

市役所

消防署 市境

鉄道・新幹線

指定避難所

警察署

浸水継続時間 （ランク別）

常備薬が尽きる常備薬が尽きる

食料が尽きる食料が尽きる

衛生環境
が悪化
衛生環境
が悪化

電気が
つかない
電気が
つかない

救急車が来ない救急車が来ない

浸水継続時間図浸水継続時間図 警戒レベル５警戒レベル５ 命の危険命の危険

浸水継続時間図の区域に該当しない方 浸水継続時間図の区域に該当する方

逃げ遅れに伴い長期間の在宅避難を行う際の問題点注意点について

自宅裏の危険な斜面に注意しましょう。

大雨が降り続く場合は、自宅裏の斜面を

確認し、早めの避難を心がけましょう。

安全なうちに「早めの避難」 早期の立退き避難が必要

200200 500m500m0m0m

N
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S

長期間浸水する区域には注意をしましょう。

避難が遅れた場合、右図のような状況が発生する

おそれがあるため、早めの避難を心がけましょう。

浸水継続時間図は、想定最大規模の降雨

による氾濫の際に、水が引くまでの期間

を予測した地図です

新郷、本荘、金津、伊井

坪江、細呂木、芦原の方
剱岳の方

近隣の方が迅速に避難できるよ
う呼びかけを行いましょう。

親戚や知人宅も避難場所と
して検討しておきましょう。

要配慮者は、迅速に避難する
ように促す必要があります。

要配慮者への避難支援近隣に呼びかけを 親戚・知人宅への避難も検討

流れが強く茶色く濁っている場
合は、足元の危険が分からない
ため、在宅避難をしましょう。

ビニール袋と段ボールを玄関
前に用意して、浸水を防ぎま
しょう。

自宅周辺で、頑丈な高い建物
がある場合は、高い建物へ避
難しましょう。

自宅を超えて浸水する場合

氾濫時は、落橋の可能性があるの
で渡るのを避けましょう。

手の自由が利くような動きや
すい服装で避難しましょう。

避難時は、二人以上で避難す
ることが重要です。

二人以上で避難 特に橋は注意動きやすい服装で避難

避難施設の注意点：避難所に複数の人が集まるため、 感染症対策を万全にしましょう。

避難時に注意すべきこと

共助の心を大切にしましょう

在宅避難の判断と対策 高い建物への避難

判断の決め手 水防対策

避難時の心得避難時の心得警戒レベル３ ～ ４警戒レベル３ ～ ４

側溝

マンホール

非常時の持ち出し品チェックリスト

避難行動の確認避難行動の確認警戒レベル２警戒レベル２

飲料水

非常食

貴重品

ポリ袋

懐中電灯

ハザード
マップ

軍手

ティッシュ

救急セット

衣類

常備薬

眼鏡等

生理用品

育児用品

マスク

消毒液

体温計

うがい薬トイレット
ペーパー

モバイル
バッテリー✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

避難行動を検討した上で災害発生前に活用しましょう。検討したら　 　をしましょう。

地図面で自分の家がどこに

あるか、確認しましょう。
色が塗られていなくても周りと比べて低い土地や、

がけのそばなどにお住まいの方は、市からの避難

情報を参考に、必要に応じて避難してください。

✓

家がある場所に色が塗られて

いるか確認しましょう。

災害発生時に備え、 チェックリストをもとに非常時の持ち出し品・備蓄品を確認しておきましょう。

最低 3 日以上の水と食料を備蓄する必要があります。 １人１日分の食料 ×３日以上 × 家族人数！

色が塗られて
いない

✓

災害の危険があるので、

原則として避難所に

避難が必要です。

色が塗られている✓

持ち出し品はこれだけではありません。自分に必要なものをあらかじめ決めておきましょう。！

在宅避難が可能な条件

家屋倒壊等氾濫想定区域

浸水が長期間継続する区域に該当しない方

に該当しない方河岸浸食 氾濫流

浸水の深さが３ｍ（２階） を超える区域

に該当しない方

に該当しない方

土砂災害警戒区域等

水が引くまで自宅での避難が可能な方（水や食料など

の備えが十分な方）→浸水継続時間図を確認

在宅避難

この場合は

または

1.   洪水氾濫がすでに発生している

2.     　アンダーパスが冠水している

５.０～１０.０ｍ未満５.０～１０.０ｍ未満

３.０～５.０ｍ未満３.０～５.０ｍ未満

１０.０ｍ以上１０.０ｍ以上

✓

✓

✓

✓

土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊）

土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域（土石流）

右の条件全てに該当する方

は、在宅避難も可能です。

避難時の注意点！

１. ２階以上に避難

２. 急斜面から離れた「高く、

　　遠い」場所に避難

必要な物を記入しましょう

✓

早期の立退き避難の判断と行動

✓ 家屋倒壊等氾濫想定区域に該当

✓ 浸水の深さが３ｍ（２階）を超える区域に該当

浸水が長期間継続する区域に該当

✓ 土砂災害警戒区域等に該当

方は、 早く避難する
1 つでも該当する

情報の伝わり方

情報の集め方

情報の伝わり方、集め方、安否の伝え方情報の伝わり方、集め方、安否の伝え方警戒レベル1警戒レベル1

災害用伝言ダイヤル 【171】

災害発生時、電話での連絡が取りにくくなるため、代わりに「安否確認を伝える」ことができるサービスです。

災害発生時のみ利用できるサービスですが、毎月 1 日や 15 日など、体験利用できる日があります。

※固定電話などの場合は、市外局番からかける必要があります。

※録音時間は 30 秒以内に限られています。伝えたい内容を整理してから録音して下さい。

※家族内で、日ごろから録音する電話番号を決めておきましょう。

１７１
流れてくる

音声案内に

従います

を押す

１７１
を押す

１
を押す

２
を押す

録音
するとき

再生
するとき

流れてくる音声

案内に従い、

録音や再生を

してください相手の電話番号
　　　を押す

自分の電話番号
　　　を押す

福　

井　

県

市
民
の
み
な
さ
ん

あ
わ
ら
市

メディア関係

消防車・広報車

公式ホームページ

NTT ドコモ等緊急速報メール

Yahoo! 防災速報アプリ

防災行政無線（スピーカー）災害テレフォンサービス

防災ガイドブック

福井県 河川・砂防総合情報

SNS（Twitter 等）
情報の信憑性に注意

テレビ・ラジオ・新聞

気
象
庁

川の防災情報

国
土
交
通
省

災
害
発
生

集める伝わる

災害テレフォンサービス
0180-99-7000（自動案内）

聞き逃した方はこちらで確認

福井県 河川 ・ 砂防総合情報

URL：http://ame.pref.fukui.jp/

✓
✓
✓

✓

【確認できる情報】

観測情報（水位観測等）

気象情報 ✓ 総合対策編

洪水予報情報

土砂災害警戒情報

URL：www.city.awara.lg.jp/

防災ガイドブック

✓
✓
✓

【確認できる情報】

地震・土砂災害編

洪水編

津波編

i-ame メール （福井県河川 ・ 砂防総合情報メール）

✓
✓
✓

✓

【お知らせがくる情報】

携帯に登録することで、以下の危険情報を
メールでお知らせします。

洪水予報

水位（氾濫危険水位等）

雨量警戒値等 ✓ 土砂災害警戒情報

気象警報等

QR コードを読み取って登録しましょう。

登録方法や使い方など、 詳しくは

「i-ame メール」 で検索！

i-ame メール
i-am

e メール

QR コードで確認 QR コードで確認

凡 例 　種  別 　対象となる施設・場所 役     割

指定避難所

要配慮者
利用施設

福祉避難所

小中学校・高等学校など

福祉施設・小中学校・

認定こども園など

指定された福祉施設など

災害発生時、災害で家に戻れなくなった市民等を一

時的に滞在させるための施設として指定した場所、

または施設

災害発生時、支援者を必要とする人（要配慮者※1）

が生活している施設

要配慮者が必要な生活支援等が受けられ、安心して

生活することができる設備が整っている施設

で囲われた範囲
指定緊急避難場所（ （

※1 要配慮者とは、高齢者、子供・乳幼児、妊婦、病人、外国人、身体障がい者のこと

避難所等について、3 つの凡例が地図に表記されています。どのような機能があるか知っておきましょう。

災害を乗り越えるには、普段から衣類や非常食等を

備えておくことが重要となります。

避難所等の種類

災害への心構え災害への心構え家庭での学習

1

過去の水害を忘れない

昭和 56 年 7 月に宮谷川が氾濫し、

旧金津町が甚大な被害を受けました。

災害が発生した時に、速やかに避難行動が

できるよ防災訓練に参加しましょう。

56 集中豪雨56 集中豪雨

宮谷川による洪水被害宮谷川による洪水被害防災訓練の様子防災訓練の様子

防災訓練に参加しましょう

洪水ハザードマップを使ってみましょう

地図を使って避難所まで
の避難経路を複数決めて
おきましょう。

避難所までの避難経路を
実際に歩きましょう。

アンダーパスに注意
橋に注意

隠れた危険

✓

✓

なるべく土砂災害や浸水
する経路は選ばないよう
にしましょう。

✓

購入
少し多めに

備える消費

ローリングストック法

避難の際、最低 3 日以上の水と食料を備蓄する！ 普段から食料を少し多めに購入し、

消費期限が近いものから消費し、

また買い足して備蓄する方法

家族で避難所の確認や避難の際に

必要なことを話し合う

非常時の持ち出し品、 備蓄品を備える家族で話し合い

1 人 1 日分の食料 ×3 日以上 × 家族人数

竹田川版
令和 3年 3月あわら市洪水ハザードマップ

災害時に自分がすべき行動（マイ・タイムライン）を記入し、活用しましょう。

洪水ハザードマップは、大雨によって河川が氾濫し、堤防を越水または、決壊させた場合

に想定される浸水被害を、以下の 2 つの条件で地図に示しています。

学習と避難の際の行動

　災害への危険度が高まったとき、警戒レベルごとに警報・注意報が発表されます。

　これらの情報に注意して、レベルごとに適した行動をとりましょう。

想定最大規模版 （約 1000 年に 1 度の大雨） の時に、 想定される浸水深を示しています。

洪水ハザードマップについて

計画規模版 （約 30 ～ 150 年に 1 度の大雨） の時に、想定される浸水深を示しています。

あわら市　土木部　建設課

〒919-0692　住所：あわら市市姫三丁目 1 番 1 号

TEL：0776-73-1221（代表）　　TEL： 0776-73-8032（直通）

公式ホームページ　URL：http://www.city.awara.lg.jp/

洪水ハザードマップに関するお問い合わせ先

情報面では、市が推奨する行動・学習を警戒レベルごとに

分けて記載しています。普段から確認し、学習しましょう。

あわら市

洪水ハザードマップ

湯


